元の大都における仏寺・道観の建設　―大都形成史の視点から― by 渡辺 健哉
元の大都における仏寺・道観の建設　―大都形成史
の視点から―
著者 渡辺 健哉
雑誌名 集刊東洋学
巻 105
ページ 62-79
発行年 2011-06-30
URL http://hdl.handle.net/10097/00132689
62 
元
の
大
都
に
お
け
る
仏
寺
・
道
観
の
建
設
|
|
大
都
形
成
史
の
視
点
か
ら
l
l
は
じ
め
に
こ
れ
ま
で
に
筆
者
は
、
大
都
の
形
成
に
関
し
て
の
研
究
を
進
め
て
き
た
。
ま
ず
、
大
都
の
西
南
部
に
位
置
す
る
金
の
中
都
が
南
城
と
呼
称
さ
れ
、
大
都
城
の
補
完
的
機
能
を
果
た
す
都
市
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
元
末
ま
で
多
く
の
人
が
庫
住
し
た
南
城
は
、
大
都
城
の
人
々
に
と
っ
て
の
憩
い
の
場
所
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。
つ
い
で
、
至
元
二
十
年
に
発
令
さ
れ
た
南
城
か
ら
大
都
城
へ
の
税
務
官
庁
・
商
底
・
官
営
工
場
の
移
転
規
定
の
分
析
を
通
じ
て
、
商
人
を
通
じ
た
形
で
大
都
へ
物
資
の
集
積
が
図
ら
れ
た
状
況
を
解
明
し
た
。
そ
し
て
後
述
す
る
至
元
二
十
二
年
に
公
布
さ
れ
た
移
住
規
定
を
き
っ
か
け
に
、
南
城
か
ら
大
都
城
へ
と
住
民
が
移
住
し
て
い
く
。
さ
ら
に
大
都
に
お
け
る
科
挙
に
関
わ
る
様
々
な
行
事
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
な
か
で
、
大
都
城
の
開
発
の
方
向
が
南
城
に
近
か
っ
た
西
南
部
よ
り
中
央
部
に
向
か
い
、
そ
の
の
ち
東
西
方
向
に
展
開
し
て
い
く
の
で
は
渡
辺
健
哉
な
い
か
、
と
い
う
見
通
し
を
提
示
し
た
。
本
稿
も
こ
れ
ま
で
の
論
考
と
同
様
、
筆
者
に
よ
る
一
連
の
大
都
形
成
史
に
関
す
る
研
究
の
ひ
と
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
宗
教
施
設
の
建
設
を
通
し
て
、
こ
の
最
後
に
触
れ
た
見
通
し
に
つ
い
て
改
め
て
考
察
し
た
い
。
大
都
城
に
は
太
廟
や
天
壇
に
代
表
さ
れ
る
国
家
に
よ
る
祭
組
施
設
の
み
な
ら
ず
、
仏
寺
・
道
観
(
以
下
、
本
稿
に
お
い
て
は
総
称
し
て
寺
観
と
す
る
)
な
ど
の
宗
教
施
設
も
数
多
く
建
設
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
寺
観
が
単
な
る
信
仰
の
対
象
に
と
ど
ま
ら
ず
、
様
々
な
機
能
を
有
し
た
乙
と
は
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
り
、
宗
教
施
設
の
果
た
し
た
役
割
や
そ
こ
で
行
わ
れ
た
儀
礼
、
そ
し
て
建
築
学
か
ら
み
た
内
部
構
造
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
目
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
都
に
置
か
れ
た
寺
観
を
網
羅
的
に
検
討
し
、
な
お
か
つ
、
そ
れ
を
大
都
の
形
成
過
程
に
位
置
づ
げ
て
検
討
し
た
研
究
は
こ
れ
ま
で
存
在
し
な
い
。
本
稿
で
は
、
寺
観
の
建
設
を
通
し
て
改
め
て
大
都
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。
具
体
的
に
は
以
下
の
よ
う
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。
ま
ず
寺
観
の
数
を
確
認
し
、
そ
の
う
え
で
建
設
場
所
と
建
設
年
代
を
材
料
に
し
て
大
都
形
成
史
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。
つ
い
で
、
寺
観
の
建
設
に
あ
た
っ
て
の
背
景
と
そ
の
機
能
に
つ
い
て
も
論
じ
る
。
特
に
、
以
前
の
拙
稿
で
見
通
し
を
立
て
た
、
大
都
城
の
開
発
の
方
向
性
に
つ
い
て
考
え
、
最
後
に
そ
れ
が
何
を
意
味
す
る
の
か
に
つ
い
て
も
述
べ
た
い
。
辺渡臨
ま
ず
、
大
都
に
ど
れ
ほ
ど
の
寺
観
が
建
設
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
酔
確
認
を
し
て
い
こ
う
。
こ
の
点
で
依
拠
す
べ
き
史
料
と
し
て
は
、
『
析
道
津
志
輯
侠
」
「
寺
観
」
、
『
元
一
統
志
』
巻
一
「
大
都
路
」
、
『
大
元
混
一
痔
方
輿
勝
覧
』
巻
上
「
腹
裏
、
大
都
路
、
大
興
府
」
、
『
永
楽
大
典
』
所
リ
μ
〔
5》
引
引
『
順
天
府
志
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
加
え
て
個
人
の
文
集
に
残
さ
れ
附
て
い
る
題
記
も
加
え
ら
れ
よ
う
。
ζ
こ
で
は
、
古
典
的
研
究
と
も
い
枇
え
る
王
壁
文
論
文
な
ど
に
も
と
づ
い
た
、
王
尚
『
北
京
城
市
発
展
史
大
(
元
代
巻
)
」
の
「
表
2
元
大
都
仏
教
寺
廟
一
覧
表
」
と
「
表
3
元
(6) 
一
周
大
都
道
教
富
観
一
覧
表
」
に
依
拠
し
つ
つ
、
筆
者
自
身
の
調
査
も
踏
3
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
。
6
ま
ず
、
仏
寺
は
百
四
十
三
、
道
観
は
九
十
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
寺
観
の
建
設
年
代
と
そ
の
場
所
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
①
南
城
に
建
設
さ
れ
た
も
の
、
②
大
都
城
に
建
設
さ
れ
た
も
の
、
③
城
壁
に
固
ま
れ
た
こ
の
ニ
つ
の
空
間
の
郊
外
に
建
設
さ
れ
た
も
の
、
④
所
在
不
明
な
も
の
の
四
つ
に
分
類
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
仏
寺
道
観
n
h
U
F
h
u
 
Q
d
n
h
U
 
1
4
内
4
U
3
1
 
①
 
②
 
③
 
④
 
こ
こ
か
ら
理
解
さ
れ
る
の
は
多
く
の
寺
観
が
南
城
に
建
設
さ
れ
た
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
拙
稿
で
詳
論
し
た
よ
う
に
、
南
城
が
都
市
と
し
て
の
機
能
を
元
末
ま
で
有
し
て
い
た
こ
と
を
改
め
て
裏
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
つ
い
で
建
設
年
代
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
れ
ら
の
寺
観
の
う
ち
確
実
に
元
代
に
建
設
さ
れ
た
と
分
か
る
も
の
は
、
仏
寺
が
三
十
五
、
道
観
が
四
十
で
あ
る
。
ζ
れ
に
つ
い
て
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
南
城
に
建
設
さ
れ
て
い
た
。
大
都
城
に
建
設
さ
れ
た
寺
観
の
う
ち
、
工
事
の
着
工
年
代
が
元
代
と
確
定
で
き
、
加
え
て
場
所
の
特
定
が
可
能
な
も
の
を
、
そ
の
建
設
年
代
に
沿
っ
て
並
べ
て
い
く
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
史
料
の
典
拠
は
省
略
し
た
が
、
主
に
王
壁
文
「
元
大
都
寺
観
廟
宇
建
置
沿
革
表
」
に
依
拠
し
て
い
る
。
な
お
、
次
々
頁
に
は
、
以
下
で
確
認
さ
れ
る
主
な
9 
5 
7 
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4
坊
名
だ
け
を
記
し
た
【
大
都
城
図
】
を
参
考
の
た
め
に
付
し
て
お
く
。
6
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。
世
祖
期
崇
真
万
寿
宮
(
蓬
莱
坊
、
至
元
十
五
年
竣
工
)
/
大
興
教
寺
(
車
財
坊
、
至
元
二
十
年
)
/
無
量
寿
庵
(
寅
賓
坊
、
至
元
二
十
一
年
)
/
大
聖
寿
万
安
寺
(
福
田
坊
、
至
元
二
十
二
年
)
/
大
崇
国
寺
(
発
祥
坊
、
至
元
二
十
四
年
)
成
宗
期
千
仏
寺
(
金
台
坊
、
元
貞
二
年
)
/
雲
巌
観
(
集
慶
坊
、
大
徳
元
年
)
/
大
承
華
普
慶
寺
(
太
平
坊
、
大
徳
四
年
)
/
大
天
寿
万
寧
寺
(
金
台
坊
、
大
徳
九
年
)
仁
宗
期
興
福
頭
陀
院
(
保
大
坊
、
延
祐
五
年
)
/
能
仁
寺
(
成
宜
坊
、
延
祐
六
年
)
/
妙
善
寺
(
成
宜
坊
、
仁
宗
期
)
英
宗
期
万
巌
寺
(
居
賢
坊
、
至
治
元
年
)
/
大
永
福
寺
(
福
因
坊
、
至
治
元
年
)
文
宗
期
大
興
国
寺
(
蓬
莱
坊
、
天
暦
年
間
)
/
順
聖
寺
(
成
宜
坊
、
文
宗
期
)
/
五
福
太
乙
宮
(
和
義
門
内
、
至
順
二
年
)
順
帝
期
天
台
法
王
寺
(
金
城
坊
、
至
正
三
年
)
/
福
安
寺
(
居
賢
坊
、
至
正
期
)
/
法
適
寺
(
金
台
坊
、
至
正
期
)
/
半
蔵
寺
(
集
鹿
坊
、
至
正
期
)
一
応
念
の
た
め
に
、
建
設
時
期
が
特
定
で
き
ぬ
も
の
の
、
元
代
に
建
設
さ
れ
、
か
つ
場
所
が
特
定
で
き
る
寺
観
に
つ
い
て
も
挙
げ
て
お
く
。
石
仏
寺
(
金
城
坊
)
/
帝
師
寺
(
金
城
坊
)
/
報
恩
寺
(
斉
化
門
内
)
/
華
厳
寺
(
枢
密
院
南
街
西
)
/
法
蔵
寺
(
金
城
坊
)
/
天
竺
寺
(
金
水
橋
西
)
/
文
殊
院
(
安
貞
坊
)
/
崇
聖
寺
(
戚
寧
坊
)
/
極
楽
寺
(
因
子
監
附
近
)
/
円
恩
寺
(
昭
因
坊
)
/
十
方
洞
陽
観
(
甲
識
坊
)
こ
の
う
ち
、
崇
聖
寺
と
極
楽
寺
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
至
元
五
年
」
、
「
至
元
年
閑
」
の
建
設
と
い
う
こ
と
は
史
料
よ
り
明
ら
か
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
が
世
祖
期
に
あ
た
る
の
か
、
そ
れ
と
も
順
帝
期
に
あ
た
る
の
か
が
不
明
な
た
め
、
敢
え
て
外
し
た
。
サ
ン
プ
ル
数
の
関
係
か
ら
、
完
壁
な
も
の
と
言
い
切
れ
ず
、
あ
く
ま
で
目
安
と
し
か
い
え
な
い
が
、
こ
の
材
料
か
ら
だ
け
で
も
あ
る
方
向
性
を
つ
か
む
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
寺
観
が
建
設
さ
れ
た
場
所
と
、
建
設
年
代
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
事
実
を
指
摘
し
た
い
。
ま
ず
場
所
に
注
目
す
る
た
め
、
便
宜
的
に
皇
城
を
中
心
と
し
た
三
つ
の
プ
ロ
ッ
ク
に
分
付
て
考
え
て
み
よ
う
。
積
水
海
の
南
に
向
か
っ
て
広
が
る
空
間
を
皇
城
西
側
の
区
画
と
す
る
。
崇
仁
門
を
起
点
と
し
て
西
に
延
び
る
崇
仁
街
よ
り
南
側
の
空
間
を
皇
城
東
側
の
区
画
と
す
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6
る
。
そ
し
て
中
心
閤
よ
り
北
側
の
空
間
を
皇
城
北
側
の
区
画
と
す
る
。
6
 
な
お
、
大
都
械
は
皇
城
が
南
に
偏
在
し
て
い
る
た
め
、
皇
城
の
南
側
は
考
慮
し
な
い
。
は
じ
め
に
数
を
確
認
し
て
お
け
ば
、
西
側
が
十
四
、
東
側
が
七
、
北
側
が
七
と
な
る
。
と
く
に
西
側
に
寺
観
が
突
出
し
て
建
設
さ
れ
て
い
る
傾
向
を
窺
い
知
れ
る
。
以
下
、
各
区
画
に
分
け
て
考
察
し
て
い
く
。
皇
城
の
西
側
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
成
宜
坊
、
集
慶
坊
、
金
城
坊
、
福
因
坊
な
ど
に
多
く
の
寺
観
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
拙
稿
で
考
察
し
た
南
城
に
近
接
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
南
城
に
一
般
住
民
が
多
数
居
住
し
て
い
る
乙
と
が
考
慮
さ
れ
て
、
寺
観
が
建
設
さ
れ
た
と
想
定
で
き
よ
う
。
住
人
が
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
う
し
た
人
々
の
参
観
や
訪
問
を
見
込
ん
で
多
く
の
寺
観
が
建
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
皇
城
の
東
側
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
斉
化
門
か
ら
皇
城
に
向
か
う
斉
化
門
街
に
沿
っ
て
寺
観
が
四
つ
確
認
で
き
る
。
寅
賓
坊
の
無
量
寿
庵
、
蓬
莱
坊
の
崇
真
万
寿
宮
と
大
興
国
寺
、
保
大
坊
の
興
福
頭
陀
院
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
大
都
城
へ
の
物
流
と
併
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
都
と
通
州
と
を
結
ぶ
通
恵
河
が
開
通
す
る
の
は
、
世
祖
の
治
世
も
末
期
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
金
代
以
来
の
横
河
が
早
く
か
ら
再
利
用
さ
れ
、
元
末
ま
で
利
用
さ
れ
続
け
た
こ
と
は
、
か
つ
て
拙
稿
で
詳
し
く
述
べ
目
。
こ
う
し
た
運
河
の
ほ
か
に
陸
路
も
利
用
さ
れ
た
。
陸
路
は
通
州
か
ら
斉
化
門
を
経
て
大
都
城
に
通
じ
て
い
る
。
元
朝
政
府
が
と
の
陸
路
を
重
要
な
も
の
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
、
彼
ら
が
そ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
こ
と
が
ら
も
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
、
泰
定
三
年
(
一
三
二
六
)
十
月
に
は
、
「
卒
四
千
を
発
し
通
州
道
を
治
め
し
め
、
紗
千
六
百
錠
を
給
」
(
『
元
史
』
巻
三
O
、
泰
定
三
年
十
月
辛
未
朔
の
傑
)
し
、
至
元
二
年
(
一
三
三
六
)
八
月
に
も
、
「
大
都
よ
り
通
州
に
至
る
ま
で
森
雨
、
大
水
し
、
軍
人
に
勅
し
て
道
を
修
せ
し
め
」
(
同
巻
三
九
、
至
元
二
年
八
月
戊
寅
の
燦
)
て
い
る
。
水
路
・
陸
路
の
い
ず
れ
に
あ
っ
て
も
、
大
都
・
通
州
闘
を
結
ぶ
路
線
は
、
園
都
の
糧
食
を
維
持
す
る
た
め
に
重
要
な
ル
l
ト
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
主
要
幹
線
道
路
に
沿
っ
て
自
然
と
多
く
の
人
が
集
ま
る
の
は
、
改
め
て
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
。
だ
か
ら
乙
そ
、
そ
の
延
長
線
上
に
沿
っ
て
寺
観
も
建
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
斉
化
門
の
外
側
に
は
東
獄
廟
も
建
設
さ
れ
た
。
東
獄
廟
は
、
延
祐
六
年
(
一
三
一
九
)
に
起
工
し
、
至
治
元
年
(
一
三
二
二
)
に
竣
{却〕
エ
し
た
。
こ
の
東
獄
廟
前
の
賑
わ
い
に
つ
い
て
、
『
析
津
志
輯
侠
』
「
古
蹟
」
(
一
一
六
頁
)
に
は
、
斉
化
門
外
に
は
東
操
行
宮
が
あ
り
、
以
前
は
、
御
香
・
蝋
燭
・
酒
(
供
え
る
酒
?
)
・
紙
(
紙
銭
の
類
p
)
が
最
も
利
益
を
生
ん
で
い
た
。
思
う
に
江
南
・
直
治
の
海
道
を
経
て
、
通
州
よ
り
や
っ
て
来
た
者
は
、
域
外
に
居
住
す
る
者
が
多
く
、
人
々
が
こ
の
地
に
向
か
う
様
子
は
ま
る
で
脇
田
も
ふ
ら
ず
自
分
の
家
に
向
か
う
よ
う
で
あ
っ
た
。
漕
運
に
よ
っ
て
運
び
込
ま
れ
る
物
資
は
毎
年
大
都
城
に
集
積
さ
れ
、
乙
こ
で
交
易
さ
れ
る
物
品
は
多
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
居
住
民
は
物
質
的
に
も
経
済
的
に
も
満
ち
足
り
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
と
あ
る
。
東
獄
廟
は
大
都
か
ら
東
の
通
州
に
向
か
う
道
路
に
面
し
て
建
設
さ
れ
た
た
め
、
陸
路
を
利
用
し
て
大
都
城
に
入
城
す
る
商
人
に
と
っ
て
恰
好
の
商
業
空
間
に
な
っ
た
。
東
獄
廟
が
斉
化
門
の
外
側
に
置
か
れ
た
と
い
う
の
も
決
し
て
偶
然
で
は
な
か
ろ
う
。
斉
化
門
は
通
州
か
ら
大
都
城
に
至
る
陸
路
の
終
点
で
あ
り
、
斉
化
門
を
経
て
大
都
城
内
に
進
入
し
た
延
長
線
上
に
人
が
集
ま
る
と
当
時
の
人
々
が
理
解
翻
し
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
苧
そ
れ
故
に
こ
う
し
た
寺
観
が
数
多
汁
く
建
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
う
。
態
最
後
に
皇
城
の
北
側
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
北
側
で
注
目
す
ベ
駒
き
は
、
い
く
つ
か
の
寺
観
が
金
台
坊
に
建
設
さ
れ
る
傾
向
を
見
出
せ
道
る
点
に
あ
る
。
金
台
坊
に
関
し
て
は
、
『
永
楽
大
典
』
所
引
『
順
天
府
寺
士
山
』
の
以
下
の
記
述
に
注
目
し
た
い
。
um
万
寧
寺
は
金
台
坊
に
あ
る
。
元
代
は
城
の
中
心
部
に
相
当
し
、
そ
刊
の
た
め
に
そ
の
闘
は
「
中
心
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
今
(
明
代
)
批
は
城
の
正
北
に
相
当
す
封
。
大
つ
ま
り
、
明
代
北
京
城
の
正
北
に
相
当
す
る
街
区
が
、
大
都
城
に
と
っ
一
回
て
の
中
央
区
画
に
相
当
す
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
金
台
坊
に
寺
観
7
が
建
設
さ
れ
た
理
由
は
、
ま
さ
に
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
6
都
市
の
中
心
区
画
で
あ
れ
ば
、
自
に
つ
き
ゃ
す
い
。
質
的
な
中
心
は
そ
の
南
側
に
広
が
る
皐
城
を
中
心
と
す
る
空
間
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
空
間
的
な
中
心
部
に
置
く
こ
と
に
こ
そ
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
大
都
城
の
中
央
部
に
位
置
し
て
い
た
と
い
う
要
素
を
持
つ
金
台
坊
は
特
別
な
街
区
で
あ
っ
た
と
み
な
せ
る
。
皇
城
の
北
側
に
つ
い
て
と
り
わ
け
重
視
す
べ
き
は
、
金
台
坊
の
北
側
に
建
設
さ
れ
た
寺
観
が
確
認
で
き
な
い
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
こ
と
は
、
大
都
城
の
開
発
が
中
央
よ
り
北
側
に
ま
で
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
お
り
、
ひ
い
て
は
大
都
城
の
北
側
が
い
か
な
る
状
態
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
お
い
て
も
重
要
な
意
味
を
有
す
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
皇
城
を
め
ぐ
っ
て
西
側
、
東
側
、
北
側
に
注
目
す
る
こ
と
で
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
事
実
を
得
ら
れ
た
。
つ
ぎ
に
建
設
時
期
に
つ
い
て
も
考
え
た
い
。
少
な
い
事
例
か
ら
の
判
断
で
あ
る
が
、
寺
観
の
建
設
は
至
元
二
十
年
前
後
か
ら
開
始
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
を
述
べ
て
い
乙
う
。
以
前
に
拙
稿
で
nuv 
述
べ
た
こ
と
を
確
認
す
る
と
、
至
元
二
十
年
に
至
っ
て
、
住
民
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
商
税
税
率
の
再
設
定
が
行
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
都
と
上
都
に
つ
い
て
だ
け
は
、
商
税
の
徴
収
を
特
例
的
に
通
常
よ
り
も
低
率
に
す
る
こ
と
を
定
め
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
と
の
商
税
の
税
率
改
定
は
大
都
と
上
都
に
遠
隔
地
か
ら
の
商
人
を
集
め
る
た
め
の
措
置
で
あ
っ
た
と
述
べ
た
。
と
れ
に
加
え
て
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
至
元
二
十
二
年
に
公
布
さ
れ
た
住
民
の
移
住
規
定
で
あ
話
。
す
で
に
い
く
つ
か
の
論
文
で
も
触
れ
て
い
る
の
で
、
68 
改
め
て
本
文
を
掲
げ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
資
産
が
多
く
あ
り
、
か
っ
官
僚
身
分
の
者
を
優
先
的
に
移
住
さ
せ
る
命
令
が
発
令
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
住
民
を
迎
え
入
れ
る
基
盤
を
整
備
し
た
う
え
で
、
南
城
か
ら
の
移
住
者
を
受
け
入
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
聞
の
時
期
に
は
仏
寺
も
建
設
さ
れ
た
。
無
量
寿
庵
に
つ
い
て
、
危
素
『
危
太
撲
文
集
』
巻
四
「
無
量
寿
庵
記
」
が
以
下
の
よ
う
に
記
す
。
大
都
城
の
寅
賓
星
に
無
量
寿
庵
と
い
う
仏
寺
が
あ
り
、
そ
れ
は
居
士
屠
君
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
:
:
:
(
至
元
)
二
十
一
年
、
自
ら
の
資
金
七
百
貫
を
供
出
し
て
、
土
地
十
畝
を
太
廟
の
西
に
買
い
、
無
量
寿
庵
を
造
っ
た
。
仏
殿
四
極
を
建
設
し
た
。
建
物
・
仏
像
は
完
備
し
て
い
る
。
井
戸
を
深
く
掘
り
畑
を
耕
し
、
手
づ
か
ら
嘉
木
を
植
え
た
。
屠
某
が
私
財
七
百
貫
を
投
じ
て
太
廟
西
側
の
寅
賓
坊
に
土
地
を
購
入
し
、
至
元
二
十
一
年
に
な
っ
て
無
量
寿
庵
を
建
設
し
た
と
い
う
。
商
税
の
税
率
改
定
と
そ
れ
に
伴
う
住
民
の
移
住
規
定
と
の
聞
に
、
こ
の
無
量
寿
庵
の
建
設
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
乙
の
頃
に
な
っ
て
よ
う
や
く
住
民
が
社
会
生
活
を
営
む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
宮
城
の
お
お
よ
そ
の
完
成
は
至
元
十
一
年
の
乙
【げ】
と
で
あ
る
が
、
住
民
が
社
会
生
活
を
営
む
に
あ
た
っ
て
は
、
一
定
程
度
の
時
間
の
経
過
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
で
場
所
と
建
設
時
期
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
目
を
向
け
て
み
よ
う
。
世
祖
期
は
皇
城
の
周
囲
に
寺
観
が
点
在
し
て
い
る
。
成
宗
期
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
皇
城
の
北
側
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
乙
は
大
都
城
の
中
心
で
あ
る
金
台
坊
で
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
注
目
す
べ
き
は
、
居
賢
坊
に
建
設
さ
れ
た
こ
つ
の
寺
観
の
建
設
時
期
で
あ
る
。
万
巌
寺
は
至
治
元
年
に
建
設
さ
れ
、
福
安
寺
は
至
E
年
聞
に
建
設
さ
れ
た
。
拙
稿
に
お
い
て
科
挙
に
あ
た
っ
て
利
用
さ
れ
た
因
子
監
と
孔
子
廟
の
建
設
時
期
を
確
認
し
た
が
、
ヲ
」
れ
ら
は
科
挙
【
山
崎
〕
の
開
始
さ
れ
た
仁
宗
の
治
世
下
ま
で
に
は
完
成
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
時
間
を
経
過
す
る
と
、
大
都
城
の
中
心
部
か
ら
次
は
そ
の
東
西
方
向
に
向
か
っ
て
開
発
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
大
都
城
の
建
設
の
展
開
を
寺
観
の
建
設
状
況
か
ら
概
観
し
て
み
た
。
皇
城
の
西
側
の
区
画
に
多
く
の
寺
観
が
確
認
で
き
る
と
い
う
乙
と
と
、
時
期
を
下
る
に
つ
れ
て
皇
城
の
北
側
に
向
か
っ
て
寺
観
が
増
加
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
と
は
、
大
都
形
成
史
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
事
実
で
あ
る
。
き
て
、
次
節
か
ら
は
大
都
に
お
け
る
こ
う
し
た
寺
観
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
、
ど
う
い
っ
た
経
緯
で
寺
観
が
建
設
さ
れ
て
い
く
の
か
、
そ
の
背
景
を
お
さ
え
、
つ
い
で
そ
の
機
能
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
く
。
大
都
の
寺
観
建
設
の
背
景
ま
ず
、
大
都
の
寺
観
建
設
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
観
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
建
設
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
お
さ
え
て
お
く
乙
と
と
し
よ
う
。
そ
も
そ
も
、
大
都
に
お
け
る
寺
観
に
は
ど
う
い
っ
た
種
類
の
も
の
が
あ
る
の
か
。
首
都
で
あ
る
か
ら
、
特
別
な
役
割
を
持
た
さ
れ
た
寺
観
が
存
在
す
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
そ
れ
は
皇
帝
の
命
令
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
皇
家
仏
寺
で
あ
る
。
皇
家
仏
寺
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
清
代
の
越
翼
が
そ
の
著
『
骸
余
叢
考
』
巻
一
八
「
元
時
崇
奉
釈
教
之
濫
」
で
注
目
し
て
お
り
、
こ
れ
に
導
か
れ
て
近
年
の
研
究
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
る
と
と
が
多
い
。
皇
家
仏
寺
は
大
都
腕
城
の
域
内
と
大
都
の
郊
外
と
に
建
設
さ
れ
た
。
大
都
城
内
に
置
か
れ
ぺ
た
も
の
と
し
て
は
、
大
興
教
寺
(
一
二
八
三
年
完
成
、
阜
財
坊
)
、
大
態
聖
寿
万
安
寺
こ
二
八
八
年
完
成
、
福
因
坊
)
、
大
天
寿
万
寧
寺
(
一
蜘
三
O
五
年
完
成
、
金
台
坊
)
、
大
承
華
普
慶
寺
(
=
一
一
O
八
年
完
成
、
道
太
平
坊
)
、
大
永
福
寺
(
一
一
一
一
一
一
一
年
完
成
、
大
都
城
内
)
、
大
天
源
Am〕
寺
延
聖
寺
(
?
、
太
平
坊
)
が
あ
る
。
郊
外
に
置
か
れ
た
も
の
と
し
て
配
は
高
梁
河
の
河
畔
に
建
設
さ
れ
た
大
護
国
仁
王
寺
(
西
鎮
国
寺
)
が
み
ノ
《
nv
制
あ
る
。
航
右
に
挙
げ
た
も
の
の
う
ち
、
現
在
も
北
京
市
の
西
城
区
阜
成
門
内
大
大
街
に
妙
応
寺
(
遇
称
、
白
塔
寺
)
と
し
て
現
存
す
る
大
聖
寿
万
安
問
寺
が
名
高
い
。
こ
乙
に
は
、
い
ま
も
北
京
の
観
光
名
所
の
一
つ
と
し
9
て
有
名
な
白
塔
が
そ
び
え
た
っ
て
い
る
。
白
塔
は
チ
ベ
ッ
ト
様
式
で
6
建
て
ら
れ
た
、
高
さ
約
五
0
メ
ー
ト
ル
の
円
錐
形
の
仏
塔
で
あ
る
o
v」
の
塔
は
も
と
も
と
遼
の
寿
昌
二
年
(
一
O
九
六
)
に
建
設
さ
れ
た
が
、
ネ
パ
ー
ル
の
建
築
家
で
あ
る
阿
尼
寄
に
よ
っ
て
改
築
さ
れ
た
。
こ
の
塔
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
阿
尼
寄
の
神
道
碑
で
あ
る
、
程
鉦
夫
『
雪
楼
集
』
巻
七
「
涼
国
敏
慧
公
神
道
碑
」
に
、
「
(
至
元
)
十
六
年
、
聖
寿
万
安
寺
を
建
つ
。
浮
図
初
め
て
成
る
や
、
奇
光
の
天
を
燭
す
る
有
り
」
と
あ
っ
て
、
白
塔
か
ら
発
せ
ら
れ
る
光
が
天
を
照
ら
し
た
と
い
う
。
加
え
て
、
『
永
楽
大
典
』
所
引
『
順
天
府
志
」
が
引
用
す
る
『
大
都
路
図
冊
』
に
は
、
「
国
朝
此
の
大
剰
を
建
つ
。
都
城
内
平
則
門
裏
街
北
に
在
り
。
精
厳
壮
麗
、
都
巴
に
坐
鎮
す
」
と
表
現
さ
れ
る
。
広
大
な
敷
地
と
光
り
輝
く
白
塔
を
有
す
る
こ
の
寺
院
は
大
都
城
の
ラ
ン
ド
7
1ク
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
大
聖
寿
万
安
寺
は
、
元
末
の
至
正
二
十
八
年
こ
三
六
八
)
六
月
に
、
落
雷
に
よ
る
火
災
が
原
因
で
焼
失
し
、
八
月
に
は
明
軍
が
大
都
に
侵
入
し
An】
て
、
元
朝
政
府
は
大
都
を
放
棄
し
て
北
帰
し
て
い
く
乙
と
に
な
る
。
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
仏
寺
は
ク
ビ
ラ
イ
以
下
の
皇
帝
の
御
容
を
収
蔵
し
た
た
め
、
帝
室
と
深
い
関
係
を
も
っ
。
そ
れ
ゆ
え
、
建
設
や
維
持
に
あ
た
っ
て
は
国
家
か
ら
資
金
が
提
供
さ
れ
た
。
し
か
も
、
寺
に
よ
っ
て
は
広
大
な
荘
園
を
所
有
す
る
と
と
さ
え
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
よ
う
な
仏
寺
は
、
全
国
に
画
一
的
に
建
立
さ
れ
た
仏
寺
と
は
異
な
る
性
格
を
有
し
て
お
り
、
ひ
い
て
は
首
都
を
象
徴
す
る
建
築
物
の
一
っ
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
、
い
わ
ば
王
立
寺
院
と
も
よ
べ
る
よ
う
な
寺
院
以
外
は
。
ど
の
よ
う
に
建
設
さ
れ
た
の
か
。
い
く
つ
か
の
事
例
を
挙
げ
て
見
て
守
，
い
き
た
い
C
AM】
北
京
市
の
西
城
区
護
国
寺
大
街
に
位
置
す
る
護
国
寺
は
、
元
代
に
崇
国
寺
と
し
て
創
建
さ
れ
た
。
崇
国
寺
を
建
て
た
定
演
は
、
世
祖
か
ら
「
円
融
出
宗
教
大
師
」
の
称
号
を
与
え
ら
れ
る
。
至
元
二
十
一
年
(
一
二
八
四
)
に
世
祖
か
ら
土
地
を
賜
与
さ
れ
て
、
い
ま
の
地
に
崇
国
寺
自】
を
建
設
し
た
。
香
河
・
宝
砥
・
永
清
・
平
谷
・
三
河
・
遵
化
な
ど
の
華
北
や
、
遠
く
は
杭
州
に
ま
で
も
寺
産
を
所
有
し
て
い
た
。
崇
国
寺
の
完
成
後
も
皇
室
の
保
護
を
受
け
続
け
、
仁
宗
期
に
は
三
千
余
錠
の
紗
が
賜
与
さ
れ
て
い
る
。
皇
家
仏
寺
と
は
異
な
る
も
の
の
、
元
代
を
通
じ
て
皇
室
か
ら
の
保
護
を
受
け
て
い
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
大
き
な
特
徴
を
持
つ
と
い
え
る
。
皇
室
に
仕
え
た
尼
僧
が
個
人
の
私
財
を
投
じ
て
寺
院
を
建
設
し
た
例
と
し
て
は
妙
善
寺
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
仏
祖
歴
代
通
載
』
巻
二
二
は
、
高
昌
人
の
尼
僧
舎
藍
藍
の
事
績
を
載
せ
る
。
大
都
妙
善
寺
の
比
丘
尼
の
舎
藍
藍
が
亡
く
な
っ
た
。
師
詳
は
舎
藍
藍
、
高
園
田
の
人
で
あ
る
。
・
:
・
成
宗
の
治
世
下
、
皇
太
后
に
西
宮
で
仕
え
て
、
長
い
間
に
渡
っ
て
侍
従
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
勤
労
と
認
め
ら
れ
る
働
き
も
ま
た
多
か
っ
た
。
(
そ
乙
で
)
詔
が
下
り
帝
師
の
迦
羅
斯
巴
斡
即
児
(
第
五
代
の
帝
師
タ
ク
パ
オ
l
セ
ル
)
に
師
事
し
て
、
出
家
し
て
尼
と
さ
れ
た
。
:
・
仁
宗
の
治
世
下
、
:
・
詔
し
て
妙
善
寺
に
居
住
さ
せ
て
、
随
時
皇
太
后
の
も
と
に
入
見
さ
せ
た
。
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
物
品
を
賜
与
さ
れ
た
。
師
は
そ
の
賜
物
を
元
手
に
寺
を
京
師
に
建
設
さ
せ
、
寺
名
を
妙
善
と
し
た
O
i
-
-
-至
順
三
年
二
月
二
十
一
日
に
残
し
た
。
年
六
十
回
。
彼
女
は
武
宗
・
仁
宗
期
に
隠
然
た
る
勢
力
を
振
る
っ
た
皇
太
后
ダ
ギ
に
寵
愛
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
賜
与
が
あ
り
、
そ
れ
を
原
資
と
し
て
仁
宗
期
に
妙
善
寺
を
建
設
し
た
と
い
う
。
こ
の
妙
善
寺
の
場
所
に
つ
い
て
、
『
析
津
志
輯
侠
』
「
寺
観
」
(
七
八
頁
)
に
は
「
妙
善
寺
は
成
宜
坊
に
在
り
。
沙
藍
藍
の
姑
姑
寺
な
り
」
と
あ
っ
て
、
成
宜
坊
に
置
か
れ
た
乙
と
が
分
か
る
。
乙
れ
も
や
は
り
、
皇
室
か
ら
の
保
護
の
下
に
建
設
さ
れ
た
寺
院
と
み
な
す
乙
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
官
僚
の
私
財
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
寺
院
も
存
在
す
る
。
延
祐
五
年
(
一
三
一
八
)
に
完
成
し
、
保
大
坊
に
置
か
れ
た
興
福
院
に
つ
い
て
は
、
裳
柏
『
滑
容
居
士
集
』
巻
一
一
五
「
興
福
頭
陀
院
碑
」
に
、
「
至
元
中
、
今
平
章
政
事
の
王
公
毅
・
枢
密
副
使
の
呉
公
珪
・
福
建
宣
慰
使
の
李
公
果
、
見
て
之
を
異
と
し
、
始
め
て
今
の
院
地
を
貰
う
」
と
あ
る
。
こ
ち
ら
の
場
合
は
、
政
権
中
枢
を
担
う
官
僚
た
ち
が
後
援
者
と
な
っ
て
、
世
祖
期
の
至
元
年
間
に
寺
院
の
土
地
が
購
入
さ
れ
た
と
い
う
と
と
に
な
る
。
cmv 
一
方
で
、
高
麗
人
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
寺
院
も
存
在
す
る
。
報
恩
光
教
寺
は
延
祐
四
年
に
南
城
の
彰
義
門
外
に
建
設
さ
れ
た
。
至
元
二
年
こ
三
三
六
)
八
月
に
執
筆
さ
れ
た
、
李
穀
『
稼
亭
集
』
巻
二
「
京
師
報
恩
光
教
寺
記
」
に
よ
る
と
、
延
祐
丁
巳
、
一
一
向
麗
国
王
誇
某
は
退
位
し
て
、
大
都
の
邸
宅
に
留
ま
り
、
南
城
の
彰
義
門
の
外
に
土
地
を
買
い
、
仏
寺
を
創
建
し
た
。
三
年
後
の
己
未
の
年
、
工
事
は
終
了
し
た
。
仏
を
安
置
す
る
場
所
や
僧
侶
を
生
活
さ
せ
る
場
所
、
仏
事
の
た
め
の
器
具
、
(
こ
う
し
た
も
の
が
)
す
べ
て
完
備
し
て
い
る
。
額
を
掲
げ
て
大
弓
d
〕
報
恩
光
教
寺
と
し
た
。
と
あ
っ
て
、
高
麗
王
王
環
が
土
地
を
購
入
し
て
こ
の
寺
院
は
建
設
さ
れ
た
。
腕
さ
ら
に
は
、
高
麗
人
の
官
僚
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
寺
院
も
あ
る
。
パ
や
は
り
『
稼
亭
集
』
巻
四
「
大
都
天
台
法
王
寺
記
」
に
よ
る
と
、
官
癒
僚
た
ち
が
幾
人
か
か
ら
の
寄
進
も
併
せ
て
金
城
坊
に
土
地
を
買
い
、
勧
そ
乙
に
高
麗
僧
で
あ
る
孜
信
を
居
住
さ
せ
て
天
台
法
王
寺
を
建
設
し
遥
た
と
い
う
。
高
麗
の
高
官
に
よ
る
寄
進
で
仏
寺
が
建
設
さ
れ
た
例
で
寺
あ
る
が
、
付
言
す
れ
ば
、
高
麗
人
官
僚
に
よ
っ
て
土
地
の
取
得
が
可
引
能
で
あ
っ
た
こ
と
ま
で
看
取
で
き
る
。
附
一
方
、
大
都
に
は
道
観
も
数
多
く
建
設
さ
れ
た
。
世
祖
の
宗
教
政
院
策
に
よ
り
、
道
教
教
団
は
大
き
く
発
展
を
避
け
、
全
真
教
が
大
勢
力
穴
を
誇
っ
た
こ
の
時
代
に
お
い
て
、
そ
の
影
響
は
広
く
大
都
に
ま
で
及
一
回
ん
だ
。
-
世
祖
か
ら
土
地
を
与
え
ら
れ
た
道
観
と
し
て
は
、
太
一
広
福
万
寿
7
宮
が
挙
げ
ら
れ
る
。
太
一
教
の
道
士
で
あ
っ
た
李
居
寿
は
中
統
元
年
九
月
に
世
祖
か
ら
「
太
一
演
化
貞
常
真
人
」
の
称
号
を
得
て
、
至
元
十
一
年
十
二
月
に
南
城
の
奉
先
坊
に
世
祖
か
ら
土
地
を
賜
与
さ
れ
、
{
初
}
太
一
広
福
万
寿
宮
を
建
設
し
た
。
一
方
で
、
私
費
を
投
じ
て
土
地
を
購
入
し
た
例
と
し
て
は
東
獄
廟
A
一泊】
が
挙
げ
ら
れ
る
。
延
祐
年
間
の
乙
と
と
し
て
、
虞
集
『
道
属
類
稿
』
巻
三
七
「
大
都
路
東
獄
仁
聖
宮
碑
」
に
は
、
張
留
孫
が
「
地
を
大
都
斉
化
門
外
に
買
ひ
、
規
し
て
以
て
宮
を
為
る
」
と
あ
る
。
現
在
も
同
じ
場
所
に
存
在
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
大
都
城
東
側
の
商
業
空
間
の
中
核
を
担
う
こ
と
と
な
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
南
城
も
含
め
た
大
都
に
は
多
数
の
寺
観
が
建
設
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
も
の
は
皇
帝
の
命
令
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
も
の
を
筆
頭
に
、
僧
侶
や
教
団
の
指
導
者
、
官
僚
等
、
高
麗
の
王
や
官
僚
の
出
資
に
も
と
づ
く
な
ど
、
多
様
な
形
態
で
建
設
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
宗
教
施
設
の
機
能
さ
て
、
最
後
に
こ
う
し
た
寺
観
の
機
能
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
こ
と
と
し
よ
う
。
寺
観
は
信
仰
の
対
象
だ
け
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
行
楽
地
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
ま
ず
容
易
に
想
像
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
例
は
枚
挙
に
逗
が
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
大
都
郊
外
の
大
承
天
護
聖
寺
に
遊
ぶ
事
例
を
紹
介
す
る
に
止
2
め
る
。
侍
若
金
『
侍
与
砺
詩
集
』
巻
二
「
清
明
日
遊
城
西
詩
井
叙
」
に
7
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
大
都
に
住
ん
で
す
で
に
三
年
、
西
山
の
景
色
の
優
れ
て
い
る
乙
と
を
聞
き
及
ん
で
い
た
が
、
い
ま
だ
に
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
元
統
二
年
二
月
二
十
五
日
、
清
明
節
の
時
、
風
が
お
だ
や
か
で
日
差
し
も
心
地
よ
く
、
花
木
は
美
し
か
っ
た
。
金
華
の
王
叔
普
父
・
四
明
の
倹
紹
芳
・
同
郷
の
沼
誠
之
そ
し
て
私
が
一
人
の
従
者
を
従
え
、
(
そ
の
従
者
)
に
酒
と
酒
肴
を
携
え
さ
せ
て
城
西
に
出
か
け
た
。
か
く
し
て
か
つ
て
の
皇
帝
が
創
建
し
た
大
承
天
護
聖
寺
を
観
覧
し
、
寿
安
香
山
に
行
っ
て
景
色
を
見
て
帰
っ
{
羽
}た。
元
統
二
年
(
一
三
三
四
)
の
清
明
節
に
、
か
ね
て
か
ら
関
心
を
抱
い
て
い
た
大
都
西
北
郊
外
の
西
山
へ
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
向
か
っ
た
と
い
う
。
初
め
の
目
的
地
は
西
山
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
途
次
に
大
承
天
護
聖
寺
に
も
立
ち
寄
っ
て
い
る
。
大
都
の
住
民
に
と
っ
て
、
西
山
に
向
か
う
途
中
に
位
置
す
る
大
承
天
護
聖
寺
は
恰
好
の
行
楽
地
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
乙
の
よ
う
に
、
信
仰
の
対
象
と
し
て
の
空
間
だ
け
に
止
ま
ら
な
い
役
割
を
も
寺
観
は
担
っ
た
。
こ
と
で
は
そ
う
し
た
点
を
鑑
み
て
、
信
仰
以
外
で
寺
観
の
果
た
し
た
機
能
面
を
紹
介
し
て
い
く
。
(1)
儀
式
の
リ
ハ
ー
サ
ル
会
場
ま
ず
、
政
府
が
ど
の
よ
う
に
寺
院
を
利
用
し
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
必
ず
し
も
一
般
的
な
事
例
と
は
い
え
な
い
が
、
国
家
儀
礼
の
予
行
演
習
の
会
場
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
そ
れ
は
、
前
述
し
た
大
都
城
の
ラ
ン
ド
マ
l
ク
た
る
大
聖
寿
万
安
寺
で
あ
る
。
『
元
史
』
巻
五
一
、
五
行
志
二
、
火
不
炎
上
に
は
、
「
此
の
寺
旧
名
は
白
塔
、
世
祖
よ
り
以
来
、
百
官
儀
を
習
ふ
の
所
な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
、
『
元
史
』
巻
六
七
、
礼
楽
志
一
「
元
正
受
朝
儀
」
に
よ
る
と
、
「
期
に
前
ん
ず
る
一
一
一
目
、
儀
を
聖
寿
万
安
寺
に
習
ふ
」
と
あ
っ
て
、
毎
年
正
月
の
朝
賀
の
儀
礼
に
合
わ
せ
て
そ
の
三
目
前
に
予
行
演
習
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
こ
と
で
は
、
「
天
寿
聖
節
受
朝
儀
」
「
郊
廟
礼
成
受
賀
儀
」
「
皇
帝
即
位
受
朝
儀
」
の
予
行
演
習
も
行
わ
れ
た
。
い
ず
れ
も
国
家
の
根
幹
に
関
わ
る
儀
礼
で
あ
る
。
元
代
に
限
ら
ず
、
伝
統
中
国
に
お
げ
る
儀
礼
で
は
、
号
令
に
よ
っ
て
「
拝
」
「
礼
」
「
舞
踏
」
な
ど
の
所
作
を
何
度
も
繰
り
返
す
た
め
、
事
前
に
広
大
な
敷
地
を
有
す
る
寺
観
で
一
定
の
練
習
を
積
む
必
要
が
(一剖)
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
(2)
皇
族
に
よ
る
利
用
次
に
、
皇
族
に
よ
っ
て
寺
院
が
絵
画
展
示
会
の
会
場
と
し
て
利
用
さ
れ
た
事
例
を
紹
介
し
た
い
。
武
宗
の
妹
で
あ
り
、
仁
宗
の
姉
に
祥
寄
刺
吉
と
呼
ば
れ
た
公
主
が
い
る
。
彼
女
は
膨
大
な
書
面
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
至
治
三
年
(
一
三
二
三
)
三
月
に
自
身
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
展
示
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
模
様
は
、
会
へ
の
参
加
を
許
さ
れ
た
裳
梢
の
手
に
な
る
『
清
容
居
士
集
』
巻
四
五
「
魯
国
大
長
公
主
図
画
記
」
に
詳
し
い
。
至
治
三
年
三
月
の
甲
寅
、
魯
国
大
長
公
主
が
中
審
省
の
役
人
・
執
政
官
・
翰
林
院
・
集
賢
院
・
国
子
監
の
然
る
べ
き
官
位
に
あ
る
者
を
集
め
て
、
南
城
の
天
慶
寺
に
集
合
さ
せ
た
。
秘
書
監
丞
担
の
李
某
に
命
じ
て
こ
の
会
を
取
り
仕
切
ら
せ
、
公
主
の
属
僚
も
(
こ
れ
に
参
加
し
て
手
伝
い
を
さ
せ
た
。
食
器
は
美
し
く
、
酒
器
怠
も
清
潔
で
、
酒
を
強
引
に
飲
ま
せ
る
こ
と
は
な
い
。
官
員
が
ひ
蜘
し
め
き
あ
い
、
山
海
の
珍
味
が
こ
と
ご
と
く
集
ま
り
、
飲
酒
礼
道
に
則
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
歓
を
尽
く
し
、
互
い
に
酒
を
酌
み
交
わ
寺
し
て
、
勝
手
に
振
る
舞
う
者
は
い
な
か
っ
た
。
宴
た
げ
な
わ
と
引
な
っ
て
、
図
画
若
干
巻
を
取
り
出
し
、
そ
の
得
意
と
す
る
所
に
附
し
た
が
っ
て
、
絵
の
後
ろ
に
政
文
を
書
く
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
。
杭
飲
酒
礼
が
終
わ
り
、
さ
ら
に
文
詞
の
巧
み
な
者
に
怖
じ
て
、
そ
た
の
歳
月
を
記
し
て
、
来
世
に
伝
え
き
せ
よ
う
と
し
た
。
間
引
用
部
分
の
前
後
に
よ
る
と
、
出
席
者
は
官
僚
が
二
十
余
人
で
、
展
3
示
に
供
さ
れ
た
書
画
は
約
四
十
点
、
法
書
は
五
点
で
あ
っ
た
。
会
は
7
山
海
の
珍
味
が
供
さ
れ
る
宴
会
か
ら
始
ま
り
、
宴
た
け
な
わ
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
お
も
む
ろ
に
絵
画
が
展
示
さ
れ
、
参
加
者
が
そ
の
絵
画
の
題
肢
を
記
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
ヲ
」
の
会
の
催
さ
れ
た
場
所
が
南
城
の
天
慶
寺
で
あ
る
。
天
慶
寺
が
王
室
と
関
係
の
深
い
寺
院
で
《明包
あ
っ
た
こ
と
は
以
前
に
拙
稿
で
触
れ
た
。
こ
う
し
た
催
し
物
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
皇
室
と
の
関
係
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
(3)
市
場
と
し
て
の
機
能
最
後
に
、
機
能
と
し
て
は
最
も
一
般
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
、
商
業
空
間
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。デ
例
制
】
北
宋
開
封
の
相
国
寺
の
事
例
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
々
が
多
数
集
ま
る
寺
観
で
は
廟
会
と
よ
ば
れ
た
定
期
市
が
開
催
さ
れ
た
。
と
く
に
大
護
国
仁
王
寺
(
西
鎮
園
寺
の
こ
と
)
で
二
月
八
日
に
開
催
さ
れ
た
大
法
会
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
中
村
淳
・
乙
坂
智
子
両
氏
の
研
究
に
詳
し
吋
。
い
ま
そ
こ
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
『
析
津
志
輯
侠
』
「
歳
紀
」
(
一
二
四
頁
)
に
改
め
て
依
拠
す
れ
ば
、
寺
の
両
廊
に
販
売
所
が
立
ち
並
び
甚
だ
泰
平
で
あ
っ
た
。
全
国
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
物
で
あ
ふ
れ
、
と
て
も
賑
や
か
で
あ
っ
た
。
中
で
商
買
の
開
帳
す
る
こ
と
は
錦
の
よ
う
で
、
す
べ
て
こ
の
日
よ
り
始
ま
っ
た
。
:
:
:
ほ
と
ん
ど
は
江
南
か
ら
の
富
商
で
あ
っ
て
、
国
内
外
の
珍
し
い
も
の
は
す
べ
て
そ
ろ
っ
て
い
た
。
乙
れ
も
ま
た
年
中
行
事
の
一
つ
で
あ
る
。
酒
食
の
庖
舗
が
開
設
さ
れ
{誠一〕
る
こ
と
も
江
南
と
同
様
で
あ
る
。
4
と
い
う
。
江
南
か
ら
の
富
裕
な
客
商
が
、
乙
の
法
会
を
参
観
す
る
人
7
た
ち
を
相
手
に
商
売
を
繰
り
広
げ
た
の
で
あ
る
う
。
通
常
の
商
業
活
動
と
は
別
の
こ
う
し
た
商
行
為
も
、
大
都
で
の
営
利
活
動
の
一
環
で
も
あ
っ
た
。
東
獄
廟
に
つ
い
て
『
析
津
志
輯
侠
』
「
歳
紀
」
(
一
二
七
頁
)
に
は
、
(
三
月
)
二
十
八
日
、
岳
帝
王
の
生
辰
で
、
二
月
よ
り
始
ま
り
、
大
都
の
土
庶
官
員
・
諸
色
婦
人
が
こ
ぞ
っ
て
、
お
礼
参
り
・
お
参
り
を
す
る
人
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
上
で
拝
礼
を
行
う
者
が
い
た
。
と
く
に
こ
の
三
日
が
一
番
盛
大
で
あ
り
、
沿
道
に
は
あ
ら
ゆ
る
花
果
・
餅
食
・
酒
飯
・
香
紙
を
販
売
す
る
庖
舗
が
ひ
し
め
き
、
ま
た
盛
会
で
あ
っ
た
。
と
あ
っ
て
、
東
獄
大
帝
の
生
誕
節
を
祝
う
祭
り
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
。
そ
こ
で
は
食
事
や
果
物
を
販
売
す
る
屋
台
も
繰
り
出
さ
れ
、
賑
や
か
な
光
景
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
南
城
に
位
置
し
た
白
雲
観
に
つ
い
て
も
『
析
津
志
輯
侠
』
「
歳
紀
」
(
二
一
一
ニ
頁
)
に
記
述
が
あ
る
。
(
正
月
)
十
九
日
に
至
り
、
都
城
の
人
は
こ
れ
を
燕
九
節
と
言
っ
た
。
大
都
の
士
女
は
竹
杖
を
た
ず
さ
え
、
と
も
に
南
城
の
長
春
宮
・
白
雲
観
に
赴
き
、
宮
観
で
法
事
や
焼
香
を
済
ま
せ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
思
い
に
楽
し
み
、
こ
の
日
が
賑
や
か
で
あ
る
こ
(扮〕
と
は
、
ま
る
で
昔
日
の
風
紀
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
長
春
真
人
の
生
誕
節
が
正
月
十
九
日
で
あ
っ
た
乙
と
に
も
と
づ
く
。
こ
と
で
商
売
が
行
わ
れ
た
と
は
具
体
的
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
当
然
他
の
廟
会
と
同
じ
よ
う
な
光
景
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
東
獄
廟
と
白
雲
観
の
廟
会
は
一
見
代
よ
り
現
在
に
至
る
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
。
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
都
城
に
お
け
る
寺
観
の
果
た
し
た
役
割
は
信
仰
の
対
象
と
そ
れ
に
伴
う
観
光
地
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
他
に
も
多
様
な
機
能
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
本
稿
の
主
旨
と
は
い
さ
さ
か
飛
離
す
る
が
、
時
期
的
な
問
題
で
い
え
ば
、
数
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
文
宗
期
に
多
く
の
寺
院
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
乙
れ
は
、
文
宗
が
元
代
の
皇
帝
の
中
で
も
、
仏
教
に
対
会鈎】
し
て
と
り
わ
妙
手
厚
い
保
護
を
行
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
皇
家
仏
寺
以
外
に
も
、
皇
帝
の
特
定
宗
教
へ
の
傾
倒
と
大
都
城
に
お
け
る
寺
観
の
建
設
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
景
観
の
変
遷
と
の
相
関
関
係
は
興
味
深
い
課
題
で
あ
的
。
お
わ
り
に
本
稿
で
は
、
は
じ
め
に
大
都
に
置
か
れ
た
寺
観
の
設
置
年
代
と
場
所
の
検
証
か
ら
、
そ
の
場
所
が
南
城
に
近
い
皇
城
の
西
部
に
集
中
す
る
傾
向
を
確
認
し
得
た
。
つ
い
で
寺
観
が
建
設
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
の
背
景
を
確
認
し
、
最
後
に
大
都
城
内
に
お
か
れ
た
寺
観
の
果
た
し
た
機
能
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
以
前
に
発
表
し
た
拙
稿
で
は
、
科
挙
が
開
始
さ
れ
た
元
代
中
期
の
状
況
か
ら
、
大
都
城
の
開
発
の
方
向
が
南
か
ら
北
に
向
か
っ
て
行
く
と
推
測
し
た
。
本
稿
で
得
ら
れ
た
芦
論
か
ら
も
、
開
発
の
方
向
が
南
側
か
ら
北
側
に
向
か
っ
て
い
く
と
い
う
と
と
は
改
め
て
補
強
で
き
た
。
さ
ら
に
加
え
て
、
大
都
城
の
中
心
部
よ
り
も
北
側
に
ま
で
開
発
の
手
が
及
ば
な
か
っ
た
と
結
論
づ
け
る
こ
と
も
許
容
さ
れ
よ
う
。
そ
の
上
で
最
後
に
二
つ
の
点
を
指
摘
し
、
本
稿
の
結
び
と
し
た
い
。
一
点
目
と
し
て
、
繰
り
返
し
の
指
摘
に
は
な
る
も
の
の
、
数
多
く
担
の
寺
観
が
存
在
し
た
南
城
の
重
要
性
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
紹
介
し
な
(
か
っ
た
が
、
元
代
に
入
っ
て
か
ら
も
南
城
に
は
寺
観
が
建
設
さ
れ
た
。
恋
こ
れ
は
、
多
数
の
人
間
が
元
末
ま
で
南
城
に
尽
住
し
て
い
た
こ
と
を
蜘
示
す
。
加
え
て
乙
の
南
城
の
存
在
に
既
定
さ
れ
、
大
都
城
で
も
そ
の
道
西
南
部
に
多
く
の
寺
観
が
建
設
さ
れ
た
。
こ
の
事
実
は
南
城
の
存
在
寺
が
大
都
に
と
っ
て
の
補
完
的
機
能
を
有
す
る
都
市
と
し
て
、
重
要
な
J
A
 
引
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
と
を
改
め
て
裏
づ
け
る
。
制
二
点
目
は
、
大
都
城
の
開
発
の
方
向
で
あ
る
。
こ
の
方
向
の
問
題
況
は
元
の
大
都
か
ら
明
初
の
北
京
を
考
え
る
上
で
見
逃
せ
な
い
重
要
な
大
論
点
で
あ
る
。
本
稿
で
挙
げ
た
よ
う
に
、
建
設
年
代
と
場
所
が
一
致
問
す
る
事
例
は
必
ず
し
も
充
分
な
数
と
は
い
え
ま
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
5
こ
の
少
な
い
数
で
あ
っ
て
さ
え
も
、
元
代
に
お
い
て
開
発
の
手
は
大
7
都
城
の
北
半
に
ま
で
及
ぶ
乙
と
は
な
か
っ
た
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
得
ら
れ
た
結
論
を
踏
ま
え
れ
ば
、
次
に
引
用
す
る
杉
山
正
明
氏
の
推
論
は
お
お
む
ね
正
鵠
を
射
て
い
る
。
大
都
北
半
市
街
区
は
、
い
わ
ば
石
灰
を
ひ
い
た
ま
ま
、
結
局
は
人
が
入
居
し
な
か
っ
た
と
見
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。
大
都
は
都
市
機
能
が
南
半
に
集
中
し
て
い
て
、
北
半
は
す
こ
ぶ
る
市
民
生
活
に
不
便
で
あ
る
。
「
い
わ
ば
石
灰
を
ひ
い
た
ま
ま
」
と
い
う
箇
所
の
趣
旨
は
、
区
画
整
理
の
た
め
の
作
業
に
止
ま
っ
た
と
述
べ
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、
論
拠
が
提
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
史
料
に
も
と
づ
い
て
の
一
言
及
か
は
疑
問
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
の
検
証
に
よ
っ
て
、
こ
の
見
通
し
が
実
証
さ
れ
た
形
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
大
都
の
北
半
が
無
人
の
地
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
推
測
は
次
に
紹
介
す
る
明
代
の
北
京
改
造
工
事
と
併
せ
て
考
え
る
と
説
得
力
が
増
す
。
明
代
に
入
り
北
京
は
大
改
造
を
遂
げ
る
。
ま
ず
、
洪
武
帝
期
の
将
軍
徐
達
に
よ
っ
て
城
の
北
側
が
放
棄
さ
れ
、
城
壁
は
南
に
約
二
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
移
動
す
る
。
大
都
が
南
北
に
長
い
長
方
形
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
時
点
で
大
都
城
の
北
側
約
三
分
の
一
が
切
り
捨
て
ら
れ
、
ほ
ぽ
正
方
形
と
な
っ
た
。
次
い
で
永
楽
十
七
年
(
一
四
一
九
)
に
な
る
と
、
城
壁
を
南
に
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
拡
張
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
ほ
ぽ
正
方
形
で
か
つ
皇
城
が
中
心
に
据
え
ら
れ
た
園
都
が
現
(
同
M
V
6
出
し
た
形
に
な
る
。
こ
れ
は
元
代
に
お
い
て
す
で
に
住
民
が
居
住
し
7
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
そ
う
し
た
措
置
を
行
っ
て
も
問
題
が
生
じ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
寺
観
の
設
置
年
代
に
注
意
を
払
い
、
大
都
城
の
開
発
の
方
向
に
つ
い
て
以
前
述
べ
た
見
通
し
を
改
め
て
確
認
し
た
。
本
稿
で
得
ら
れ
た
結
論
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
大
都
城
に
置
か
れ
た
あ
ら
ゆ
る
建
築
物
の
建
築
年
代
と
場
所
に
つ
い
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
寺
観
に
限
ら
ず
宗
教
施
設
が
首
都
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
、
ま
た
改
め
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
で
あ
る
。
と
く
に
後
者
の
問
題
は
、
首
都
を
形
成
す
る
要
素
と
し
て
、
妹
尾
達
彦
氏
に
よ
っ
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ
で
あ
封
。
い
ず
れ
も
稿
を
改
め
て
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。
註
(
1
)
拙
稿
「
元
代
の
大
都
南
城
に
つ
い
て
」
(
『
集
刊
東
洋
学
』
八
二
、
一
九
九
九
年
)
を
参
照
。
本
稿
で
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
金
代
か
ら
の
中
都
城
を
「
南
城
」
と
表
記
し
、
「
南
城
」
「
大
都
城
」
と
記
し
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
城
壁
に
固
ま
れ
た
当
該
の
空
間
を
指
す
。
従
っ
て
、
「
大
都
」
は
こ
の
二
つ
を
包
括
し
た
空
間
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
(
2
〕
拙
稿
「
元
大
都
形
成
過
程
に
お
け
る
至
元
二
十
年
九
月
令
の
意
義
」
(
『
集
刊
東
洋
学
』
九
一
、
二
O
O四
年
)
を
参
照
。
(3)
拙
稿
「
科
挙
制
よ
り
み
た
元
の
大
都
」
(
『
宋
代
史
研
究
会
研
究
報
告
第
九
集
「
宋
代
中
国
」
の
相
対
化
」
汲
古
書
院
、
二
O
O九
年
)
を
参
照。
(4)
大
都
に
お
ザ
る
寺
観
に
関
す
る
古
典
的
研
究
と
し
て
、
王
壁
文
「
元
大
都
寺
観
廟
宇
建
置
沿
革
表
」
(
「
中
国
営
造
学
社
業
刊
』
六
回
、
一
九
三
七
年
)
が
あ
る
。
こ
れ
は
資
料
を
網
羅
的
に
紹
介
し
た
、
い
わ
ば
資
料
集
と
も
よ
べ
る
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
に
い
た
る
も
必
読
文
献
と
い
え
る
。
ほ
か
に
も
多
く
の
研
究
が
あ
り
、
特
に
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
皇
家
仏
寺
の
研
究
に
つ
い
て
は
後
掲
註
(
問
〕
で
紹
介
す
る
。
そ
れ
以
外
の
研
究
を
こ
こ
で
挙
げ
て
お
く
。
仏
教
史
か
ら
の
研
究
と
し
て
は
、
竺
沙
雅
章
「
元
代
華
北
の
華
墜
示
l
|
行
育
と
そ
の
後
継
者
た
ち
」
(
『
南
都
仏
教
』
七
四
・
七
五
合
併
号
、
一
九
九
七
年
、
の
ち
『
宋
元
仏
教
文
化
史
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
O
O
O年
所
収
)
、
同
「
燕
京
・
大
都
の
華
厳
宗
一
|
|
宝
集
寺
と
崇
国
寺
の
僧
た
ち
」
〔
『
大
谷
大
学
史
学
論
究
』
六
、
ニ
O
O
O年
、
の
ち
『
宋
元
仏
教
文
化
史
研
究
』
所
収
)
を
参
照
。
建
築
史
の
分
野
か
ら
内
部
構
造
を
分
析
し
た
も
の
と
し
て
、
福
田
美
穂
「
元
朝
の
皇
室
が
造
営
し
た
寺
院
|
|
チ
ベ
ッ
ト
系
要
素
と
中
国
系
要
素
の
融
合
」
(
『
種
智
院
大
学
研
究
紀
要
』
九
、
二
O
O八
年
)
が
あ
る
。
一
方
で
道
観
に
つ
い
て
の
研
究
が
必
ず
し
も
多
い
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
っ
て
、
桜
井
智
美
「
元
大
都
的
東
岳
廟
建
設
与
祭
記
」
(
『
一
冗
史
論
叢
』
二
ニ
、
二
O
一
O
年
)
は
、
大
都
に
お
げ
る
東
獄
腐
の
営
建
過
程
と
太
一
教
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。
(5)
こ
う
し
た
史
料
の
細
か
な
紹
介
は
省
略
す
る
。
た
だ
し
、
本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
利
用
し
た
版
だ
げ
を
記
し
て
お
く
。
本
稿
で
最
も
多
く
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
『
析
津
志
輯
侠
』
は
、
北
京
図
書
館
善
本
組
輯
『
析
津
志
輯
侠
」
(
北
京
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
年
)
を
利
用
す
る
こ
と
と
し
て
、
頁
数
も
そ
れ
に
よ
る
。
『
大
元
一
統
志
』
は
、
越
万
里
〔
整
理
〕
『
元
一
統
志
』
(
汲
古
書
院
影
印
、
一
九
七
O
年
)
、
『
大
元
混
一
方
輿
勝
覧
』
は
郭
声
波
〔
整
理
〕
『
大
元
混
一
方
奥
勝
覧
(
朱
元
地
理
志
叢
刊
)
』
(
四
川
大
学
出
版
社
、
ニ
O
O三
年
)
を
そ
れ
ぞ
れ
利
用
し
た
。
『
永
楽
大
典
」
所
引
『
順
天
府
志
』
は
、
光
緒
十
二
年
(
一
八
八
六
)
に
謬
茎
孫
が
『
永
楽
大
典
』
よ
り
『
順
天
府
』
の
部
分
を
抄
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
は
、
影
印
版
の
『
順
天
府
志
』
(
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
八
三
年
)
が
広
く
普
及
し
て
い
る
。
本
稿
で
も
こ
の
版
を
利
用
し
た
。
(
6
)
王
尚
「
北
京
城
市
発
展
史
(
元
代
巻
)
』
(
北
京
燕
山
出
版
社
、
二
O
O
八
年
)
一
一
二
1
一
二
三
頁
、
一
二
八
1
一
三
五
頁
を
参
照
。
辺
(
7
)
前
掲
註
(
1
)
拙
稿
「
元
代
の
大
都
南
城
に
つ
い
て
」
を
参
照
。
峨
(8)
崇
聖
寺
に
つ
い
て
は
、
『
永
楽
大
典
』
所
引
『
順
天
府
志
』
に
「
崇
設
聖
寺
在
成
寧
坊
。
至
元
五
年
建
。
」
と
あ
り
、
極
楽
寺
に
つ
い
て
は
、
『
日
漣
下
旧
聞
考
』
巻
五
四
所
引
『
順
天
府
志
』
に
「
極
楽
寺
在
崇
教
北
坊
。
勧
元
至
元
間
建
。
」
と
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
る
。
道
(9)
前
掲
註
(
2
)
拙
稿
「
元
大
都
形
成
過
程
に
お
げ
る
至
元
二
十
年
九
寺
月
令
の
意
義
」
を
参
照
。
日
刊
(
叩
)
前
掲
註
(
4
)
桜
井
智
美
「
元
大
都
的
東
岳
廟
建
設
与
祭
杷
」
を
参
け
照
。
一
日
(
日
)
斉
化
門
外
有
東
獄
行
宮
、
此
処
昔
日
香
燭
酒
紙
最
為
利
。
蓋
江
南
・
都
直
治
海
道
、
来
自
適
州
者
、
多
於
城
外
居
止
、
趨
之
者
如
帰
。
又
漕
速
一
一
歳
儲
、
多
所
交
易
、
居
民
殿
実
。
元
(
ロ
)
斉
化
門
を
め
ぐ
っ
て
社
会
経
済
の
商
か
ら
検
討
し
た
、
王
暁
欣
「
元
代
史
料
中
的
大
都
斉
化
門
及
相
関
問
題
調
議
」
(
「
元
史
論
叢
」
一
二
、
二
O
一
O
年
)
は
各
門
の
役
割
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
視
点
か
ら
77 
の
研
究
で
あ
る
。
(
日
)
『
順
天
府
志
」
巻
七
「
寺
」
。
万
寧
寺
在
金
台
坊
。
旧
当
城
之
中
、
故
其
閣
名
中
心
。
今
在
城
之
正
北
。
(M)
前
掲
註
(
2
)
拙
稿
「
元
大
都
形
成
過
程
に
お
け
る
至
元
二
十
年
九
月
令
の
意
義
」
を
参
照
。
(
日
)
『
元
史
」
巻
二
ニ
、
至
元
二
十
二
年
二
月
壬
戊
の
係
。
(
日
)
京
師
寅
賓
里
有
無
量
寿
庵
者
、
居
土
屠
君
所
建
也
0
・
(
至
元
)
廿
有
一
年
、
出
己
貸
七
百
賀
、
寅
地
十
畝
於
太
廟
之
西
、
作
無
量
寿
庵
。
樹
仏
殿
四
極
。
屋
宇
象
設
、
無
不
具
足
。
後
井
治
園
、
手
植
嘉
木
。
(
げ
)
大
都
城
に
お
け
る
宮
城
の
営
建
過
程
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
元
大
都
的
宮
殿
建
設
」
(
『
元
史
論
叢
』
二
ニ
、
二
O
一
O
年
)
で
論
じ
た
。
(
凶
)
前
掲
註
(3)
拙
稿
「
科
挙
制
よ
り
み
た
元
の
大
都
」
を
参
照
。
(
四
)
皐
帝
の
命
令
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
仏
寺
i
|
先
行
研
究
で
は
「
皇
家
仏
寺
」
「
勅
建
寺
院
」
と
称
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
「
皇
家
仏
寺
」
を
使
用
す
る
|
|
;
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
ζ
れ
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
り
、
陳
高
翠
「
元
大
都
的
皇
家
例
寺
」
(
『
世
界
宗
教
研
究
』
一
九
九
二
|
二
、
の
ち
『
元
朝
史
事
新
証
』
蘭
州
大
学
出
版
社
、
二
O
一
O
年
所
収
)
、
中
村
淳
「
元
代
大
都
の
勅
建
寺
院
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
五
八
|
て
一
九
九
九
年
)
と
そ
と
に
引
用
さ
れ
る
研
究
、
石
潰
裕
美
子
「
パ
ク
パ
の
著
作
に
見
る
ブ
ピ
ラ
イ
政
権
最
初
期
の
燕
京
地
区
の
状
況
に
つ
い
て
」
(
『
史
滴
』
二
四
、
二
O
O二
年
)
等
を
参
照
し
た
。
(
却
)
こ
の
仏
寺
に
つ
い
て
、
『
永
楽
大
典
』
所
引
『
順
天
府
志
』
は
「
黒
塔
は
大
天
源
延
聖
寺
に
在
り
。
太
平
坊
。
」
と
記
す
。
そ
し
て
、
『
元
史
』
巻
三
O
、
泰
定
三
年
二
月
丙
申
の
僚
に
は
、
「
顕
宗
の
神
御
殿
を
庫
師
78 
寺
に
建
つ
。
賜
額
し
て
大
天
源
延
聖
寺
と
日
ふ
」
と
あ
り
、
神
御
殿
を
底
師
寺
に
建
置
し
、
そ
こ
を
大
天
源
延
聖
寺
と
改
称
し
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
清
代
に
編
ま
れ
た
『
日
下
旧
聞
考
』
巻
一
O
四
、
郊
桐
は
、
『
帝
京
景
物
略
」
巻
六
「
西
山
上
」
の
、
虚
師
寺
は
西
山
に
存
在
し
た
と
い
う
記
録
に
も
と
づ
き
、
大
天
源
延
聖
寺
が
西
山
に
あ
っ
た
と
す
る
。
だ
が
、
顕
宗
カ
マ
ラ
の
神
御
殿
が
置
か
れ
た
と
い
う
事
実
と
、
仏
教
に
傾
倒
し
た
文
宗
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
鑑
み
れ
ば
、
や
は
り
こ
れ
は
大
都
城
内
に
建
設
さ
れ
た
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
(
幻
)
拙
稿
「
元
朝
の
大
都
留
守
段
貞
の
活
動
」
(
『
歴
史
』
九
八
、
二
0
0
一
一
年
)
で
、
そ
の
建
設
過
程
に
段
貞
の
関
与
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。
(
辺
)
『
元
史
』
巻
四
七
、
至
正
二
十
八
年
六
月
甲
寅
の
係
、
同
巻
五
一
、
五
行
志
一
。
(
幻
)
現
在
は
、
北
京
市
仏
教
教
会
の
敷
地
と
な
っ
て
お
り
未
開
放
地
区
で
あ
る
。
李
路
珂
他
〔
編
著
〕
『
北
京
市
古
建
築
地
図
(
上
)
』
(
清
華
大
学
出
版
社
、
二
O
O九
年
)
一
ニ
O
二
頁
を
参
照
。
(μ)
崇
国
寺
に
関
連
す
る
石
刻
資
料
・
文
献
史
料
は
、
前
掲
註
(4)
控一
沙
雅
章
「
燕
京
・
大
都
の
華
墜
宗
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
も
そ
れ
を
参
照
し
た
。
(
お
)
大
都
妙
善
寺
比
丘
尼
舎
藍
蛮
八
恰
石
卒
。
師
韓
舎
藍
藍
、
高
畠
人
。
成
宗
之
世
、
事
皇
太
后
於
西
宮
、
以
侍
従
既
久
勤
労
之
多
、
詔
礼
帝
師
迦
羅
斯
巴
斡
即
児
為
師
、
薙
染
為
尼
。
:
:
:
仁
宗
之
世
、
:
・
・
詔
居
妙
善
寺
、
以
時
入
見
。
賜
予
之
物
不
可
勝
紀
。
師
以
其
物
瓶
寺
於
京
師
、
日
妙
善
Oi---至
順
三
年
二
月
廿
一
日
残
。
年
六
十
四
。
(
初
)
元
代
の
高
麗
人
の
大
都
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
は
、
陳
高
華
「
『
稼
亭
集
』
『
牧
隠
稿
』
与
元
史
研
究
」
(
『
蒙
元
史
墜
民
族
史
論
集
』
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
O
O六
年
、
の
ち
『
元
朝
史
事
新
証
』
蘭
州
大
学
出
版
社
、
二
O
一
O
年
所
収
)
を
参
照
。
(
幻
)
延
祐
丁
巳
、
高
麗
国
王
詣
某
既
釈
位
、
留
京
師
邸
、
買
地
於
故
城
彰
義
門
之
外
、
創
党
利
鷲
。
越
三
年
己
末
、
工
告
畢
。
凡
奉
仏
居
僧
之
所
・
修
斎
作
法
之
具
、
百
需
皆
有
。
掲
名
日
大
報
恩
光
教
寺
。
(
お
)
『
元
史
」
巻
八
、
至
元
十
一
年
十
二
月
発
亥
の
傑
、
王
樺
『
秋
澗
先
生
大
全
文
集
』
巻
四
七
「
太
一
五
祖
演
化
貞
常
真
人
行
状
」
。
(
却
)
前
掲
註
(4)
棲
井
智
美
「
元
大
都
的
東
岳
廟
建
設
与
祭
杷
」
を
参
照。
(
初
)
客
京
師
三
年
、
関
西
山
之
勝
、
未
至
駕
。
乃
元
統
二
年
二
月
二
十
五
目
、
為
清
明
節
、
風
和
景
静
、
花
木
折
麗
、
金
華
王
叔
善
父
・
四
明
食
紹
芳
・
同
里
菰
誠
之
与
予
、
従
一
小
蒼
頭
載
酒
殻
共
出
遊
城
西
。
遂
至
先
皇
帝
所
創
大
承
天
護
聖
寺
縦
観
、
行
望
寿
安
香
山
而
還
。
(
凱
)
実
際
、
入
明
僧
の
記
録
に
も
、
正
月
の
儀
礼
に
あ
わ
せ
て
、
朝
天
宮
に
お
い
て
十
二
月
二
十
七
日
に
予
行
演
習
を
行
う
様
子
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
村
井
章
介
・
須
田
牧
子
〔
編
〕
『
笑
雲
入
明
記
|
|
日
本
僧
の
見
た
明
代
中
国
』
(
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
二
O
一
O
年
)
一
O
八
頁
を
参
照
。
儀
礼
の
場
で
、
い
わ
ば
恥
を
か
か
な
い
た
め
に
も
、
練
習
が
必
要
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
(
m
M
)
至
治
三
年
三
月
甲
寅
、
魯
国
大
長
公
主
集
中
書
議
事
・
執
政
官
・
翰
林
・
集
賢
・
成
均
之
在
位
者
、
悉
会
於
南
城
之
天
鹿
寺
。
命
秘
書
監
丞
李
某
為
之
主
、
其
王
府
之
寮
来
悉
以
佐
執
事
。
簿
豆
静
嘉
、
尊
翠
緊
清
、
酒
不
強
飲
。
響
侃
雑
錯
、
水
陸
畢
湊
、
各
執
礼
尽
歓
、
以
承
飲
賜
、
而
莫
敢
自
怒
。
酒
閥
、
出
図
画
若
干
巻
、
命
随
其
所
能
、
停
識
子
後
。
礼
成
、
復
命
能
文
詞
者
、
叙
其
歳
月
、
以
昭
示
来
世
。
(
お
)
前
掲
註
(
幻
)
拙
稿
「
元
朝
の
大
都
留
守
段
貞
の
活
動
」
を
参
照
。
(
出
)
北
宋
の
相
国
寺
の
賑
わ
い
に
つ
い
て
は
、
入
谷
義
高
・
梅
原
郁
〔
訳
注
〕
『
東
京
夢
事
録
|
l
l
宋
代
の
都
市
と
生
活
』
(
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
九
六
年
)
一
O
九
1
一
一
八
頁
を
参
照
。
(
お
)
中
村
淳
「
元
代
法
旨
に
見
え
る
歴
代
帝
師
の
居
所
|
|
大
都
の
花
園
大
寺
と
大
護
国
仁
王
寺
」
(
『
待
兼
山
論
叢
(
史
学
)
』
二
七
、
一
九
九
三
年
)
、
乙
坂
智
子
「
元
大
都
の
瀞
皇
城
|
|
『
与
民
間
楽
』
の
都
市
祭
典
」
(
今
谷
明
〔
編
〕
『
王
権
と
都
市
』
思
文
閣
出
版
社
、
二
O
O
八
年
)
を
参
照
。
辺
(
初
)
寺
之
両
廊
買
売
富
甚
太
平
。
皆
南
北
・
川
広
精
貧
之
貨
、
最
為
鏡
盛
。
峨
於
内
商
頁
開
帳
如
錦
、
戚
於
是
目
。
:
多
是
江
南
富
商
、
海
内
珍
奇
設
無
不
湊
集
。
此
亦
年
例
故
事
。
開
酒
食
爆
与
江
南
無
異
。
崎
(
幻
)
(
三
月
)
二
十
八
日
、
乃
獄
帝
王
生
辰
、
自
二
月
起
、
傾
城
土
庶
営
勧
員
・
諸
色
婦
人
、
酌
還
歩
拝
与
焼
香
者
不
絶
、
尤
莫
盛
於
是
三
日
、
道
道
途
買
売
、
諸
般
花
果
・
餅
食
・
酒
飯
・
香
紙
填
塞
街
道
、
亦
盛
会
也
。
寺
(
お
)
至
十
九
日
、
都
城
人
謂
之
燕
九
節
。
傾
城
士
女
曳
竹
杖
、
倶
役
南
城
山
叫
長
春
宮
・
白
雲
観
、
宮
観
蔵
揚
法
事
、
焼
香
、
縦
情
宴
玩
、
以
為
盛
節
、
げ
猶
有
昔
日
風
紀
同
(
羽
)
こ
う
し
た
文
宗
の
仏
教
信
仰
の
様
相
に
つ
い
て
は
、
野
口
善
敬
「
元
都
代
文
宗
期
に
お
げ
る
仏
教
興
隆
」
(
『
香
椎
潟
』
四
九
、
ニ
O
O三
年
、
欧
の
ち
完
代
禅
宗
史
研
雲
禅
文
化
研
究
所
、
ニ
8五
年
所
収
)
を
元
参
照
。
(
川
叫
〕
こ
れ
は
一
元
の
大
都
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
宗
教
施
設
が
中
国
歴
代
の
園
都
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
た
の
か
は
、
そ
の
79 
都
市
景
観
の
変
貌
と
絡
め
て
論
じ
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
北
宋
開
封
で
は
、
皇
帝
に
よ
る
道
教
に
対
す
る
帰
依
の
結
果
と
し
て
、
巨
大
な
道
観
が
い
く
つ
か
建
設
さ
れ
た
。
と
く
に
徽
宗
の
時
代
は
そ
の
代
表
と
い
え
よ
う
。
徴
宗
時
代
の
北
宋
開
封
の
改
造
に
つ
い
て
は
、
久
保
田
和
男
「
北
宋
徽
宗
時
代
と
首
都
開
封
」
(
『
東
洋
史
研
究
」
六
三
四
、
ニ
O
O五
年
、
の
ち
『
宋
代
開
封
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
O
O七
年
所
収
)
を
参
照
。
(
批
)
杉
山
正
明
「
ク
ピ
ラ
イ
と
大
都
|
|
モ
ン
ゴ
ル
型
『
首
都
圏
』
と
世
界
帝
都
」
(
梅
原
郁
〔
編
〕
『
中
国
近
世
の
都
市
と
文
化
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
八
四
年
、
の
ち
副
題
を
付
し
て
『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
と
大
元
ウ
ル
ス
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
ニ
O
O四
年
所
収
)
一
五
七
頁
を
参
照
。
(
位
)
明
初
に
行
わ
れ
た
北
京
改
造
工
事
に
つ
い
て
は
、
新
宮
学
「
明
代
の
首
都
北
京
の
都
市
人
口
に
つ
い
て
」
(
『
山
形
大
学
史
学
論
集
』
一
一
、
一
九
九
一
年
)
を
参
照
。
(
必
)
妹
尾
達
彦
「
中
国
の
都
城
と
ア
ジ
ア
世
界
」
(
『
シ
リ
ー
ズ
都
市
・
建
築
・
歴
史
(
一
)
記
念
的
建
造
物
の
成
立
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
O
O
六
年
)
で
は
、
都
城
に
建
設
さ
れ
た
主
権
を
象
徴
す
る
建
築
物
と
し
て
、
王
や
元
首
の
宮
殿
や
中
央
官
庁
、
神
々
を
配
る
宗
教
建
築
、
都
城
を
囲
む
城
壁
や
倉
庫
等
の
軍
事
・
財
政
施
設
、
街
路
、
市
場
、
政
府
高
官
の
邸
宅
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
う
し
た
も
の
が
元
の
大
都
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
有
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
今
後
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。
